
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

変性キトサンと、 に有効な少なくとも一種
の拮抗性酵母と、グルコースとを、生物学的防除に有効な量含んでなる、農産物用コーテ
ィング用組成物であって、前記変性キトサンがグリコールキトサン又はカルボキシメチル
キトサンである、コーティング用組成物。
【請求項２】
前記変性キトサンの効果的な量が、５００μｇ／ｍｌである、請求項１記載のコーティン
グ用組成物。
【請求項３】
前記少なくとも一種の拮抗性酵母が、Ｃａｎｄｉｄａ　ｏｌｅｏｐｈｉｌａ、Ｃａｎｄｉ
ｄａ　ｓａｉｔｏａｎａ、Ｃａｎｄｉｄａ　ｓａｋｅ、Ｃａｎｄｉｄａ　ｔｉｎｕｓ、Ｃ
ａｎｄｉｄａ　ｕｔｉｌｓ及びＰｉｃｈｉａ　ｇｕｉｌｌｉｅｒｍｏｎｄｉｉからなる群
から選択される、請求項１記載のコーティング用組成物。
【請求項４】
前記少なくとも一種の酵母が、Ｃａｎｄｉｄａ　ｏｌｅｏｐｈｉｌａ又はＣａｎｄｉｄａ
　ｓａｉｔｏａｎａである、請求項 に記載のコーティング用組成物。
【請求項５】
前記少なくとも一種の拮抗性酵母の前記効果的な量が、１０ 6コロニー形成単位～１０ 8コ
ロニー形成単位である請求項１記載のコーティング用組成物。
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【請求項６】
前記少なくとも一種の拮抗性酵母の前記効果的な量が、１０ 8コロニー形成単位である請
求項 記載のコーティング用組成物。
【請求項７】
グルコースの前記効果的な量が、０．０２％（ｗ／ｖ）～０．２％（ｗ／ｖ）である、請
求項１記載のコーティング用組成物。
【請求項８】
グルコースの前記効果的な量が、０．２％（ｗ／ｖ）である、請求項 記載のコーティン
グ用組成物。
【発明の詳細な説明】

本発明は、収穫後の農産物用生物活性コーティングとして成熟を遅らせ且つ腐れを制御す
るのに役立つ組成物に関する。

現在使用されている収穫後の産物用コーティング（ほとんどはワックス）は、熟成を遅ら
せのには効果があるが、一般的に腐れは防止しない。さらに、健康面で有害な可能性があ
るとして調査がなされている。腐れの問題を軽減するのにコーティングに添加されていた
合成殺菌剤は、最近市場から回収され、また、石油系コーティングが健康及び環境面での
懸念から使用禁止の社会的圧力がある。したがって、殺菌性があるばかりでなく消費者や
環境にとって安全である、現在の農産物用コーティングの代替品が非常に必要とされてい
る。
拮抗性酵母が、貯蔵病害の生物学的防除用生物防除剤として有効であることが開示された
（Ｗｉｌｓｏｎ及びＥｌ　Ｇｈａｏｕｔｈ．Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ　Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇ
、Ｂｅｌｔｓｖｉｌｌｅ　Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ　ＸＶＩＩＩ．１９９３）。さらに、キト
サン（動物由来ポリマー）が、抗真菌性防腐剤になり得ることが分かった。キトサン及び
その誘導体は、半透膜を形成すること（Ａｕｅｒｂａｃｈ、Ｂ．Ｌ．、Ｆｉｌｍ－ｆｏｒ
ｍｉｎｇ　ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　ｏｆ　ｃｈｉｔｏｓａｎ、ｉｎ　Ｐｒｏｃ．１ｓｔ　
Ｉｎｔ．Ｃｏｎｆ．Ｃｈｉｔｉｎ　ａｎｄ　Ｃｈｉｔｏｓａｎ．Ｍｕｚｚａｒｅｌｉ　ａ
ｎｄ　Ｐａｒｉｓｅｒ、ｅｄｓ．ＭＩＴ、Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ、ＭＡ．１９７８．第１９
９頁）、数多くの病原菌を阻害すること（Ａｌｌａｎ及びＨａｄｗｉｇｅｒ、Ｅｘｐ．Ｍ
ｙｃｏｌ、１９７９、第３巻、第２８５頁）及びキチナーゼの刺激、フィトアレキシンの
蓄積、プロティナーゼインヒビターの合成、及び木化の増加を含む植物組織における数多
くの生物学的プロセスを活性化すること（Ｐｅａｒｃｅ等、Ｐｈｙｓｉｏｌ．Ｐｌａｎｔ
　Ｐａｔｈｏｌ．１９８２、第２０巻、第１１９頁；Ｍａｕｃｈ等、Ｐｌａｎｔ　Ｐｈｙ
ｓｉｏｌ、１９８８、第７６巻、第６０７頁；Ｅｌ　Ｇｈａｏｕｔｈ等、Ｐｏｔｅｎｔｉ
ａｌ　ｕｓｅ　ｏｆ　ｃｈｉｔｏｓａｎ　ｉｎ　ｐｏｓｔｈａｖｅｓｔ　ｐｒｅｓｅｒｖ
ａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｆｒｕｉｔｓ　ａｎｄ　ｖｅｇｅｔａｂｌｅｓ、ｉｎ　Ａｄｖａｎｃ
ｅｓ　ｉｎ　Ｃｈｉｔｉｎ　ａｎｄ　Ｃｈｉｔｏｓａｎ、Ｂｒｉｎｅｓ等編、Ｅｌｓｅｖ
ｉｅｒ　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｓｃｉ．、ロンドン、１９９２、第４４０頁；Ｅｌ　Ｇｈａｏ
ｕｄｔｈ等、Ｐｈｙｓ．ａｎｄ　Ｍｏｌ．Ｐｌａｎｔ　Ｐａｔｈｏｌ、１９９４、第４４
巻、第４１７～４２２頁）が知られている。キトサンのポリカチオン性が、その物理化学
的及び生物学的機能の基礎をなしていると思われる。コーティングとして適用すると、キ
トサンは、ガス拡散に対する選択的なバリアとしての役割を果たすことにより、イチゴ、
アマトウガラシ、トマト及びキュウリの腐れを抑制し且つ成熟を遅延させた（Ｅｌ　Ｇｈ
ａｏｕｔｈ等、Ａｄｖａｎｃｅｓ　ｉｎ　Ｃｈｉｔｉｎ　ａｎｄ　Ｃｈｉｔｏｓａｎ、１
９９２、前出）。キトサンによる腐れの抑制は、部分的には、その抗真菌性に由来するも
のであると思われる。実際、生体外での研究では、キトサンは、主要な収穫後病原体の放
射状成長を阻害するだけでなく、Ｒｈｉｓｏｐｕｓ　ｓｔｏｌｏｎｉｆｅｒ及びＢｏｔｒ
ｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａにおいて大きな形態学的変更を誘発し、さらには、上記両方の
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菌類において、おそらく菌類形質膜を妨害することによるものと思われるが、細胞漏れが
増加した（Ｅｌ　Ｇｈａｏｕｔｈ等、Ｍｙｃｏｌ．Ｒｅｓ．、１９９２、第９６巻、第７
６９頁；Ｅｌ　Ｇｈａｏｕｔｈ等、Ｅｘｐ．Ｍｙｃｏｌ．、１９９２、第１６巻、第１７
３頁）。キトサンの生物学的活性は、数多くの文献に記載されているが、菌類インヒビタ
ーと植物防御反応の誘発剤の両方の役割りを果たす能力の基礎をなす機構については、ま
だ明らかでない。

キトサンは、抗真菌性からみて、拮抗性酵母との組み合わせが有効であることは予測され
なかった。しかしながら、最近、本発明者等は、ある種の拮抗性酵母が、変性キトサンと
適合性があり、且つ拮抗物質とこのようなキトサンの組み合わせが、腐れと成熟の抑制に
有望な方法であることを見出した。変性キトサンと拮抗物質との組み合わせにより、キト
サンの抗真菌性と誘発性だけでなく、拮抗物質の生物活性を利用できる。これらの組み合
わせ代替物により示される作用様式が複雑であるので、病原体の抵抗性の発現がより困難
となり且つ非常に複雑な病害阻害バリアが提供される。
この知見に鑑みて、本発明の目的は、収穫後の病原体に拮抗性のある酵母を含有する変性
キトサンマトリックスを含んでなる生物活性コーティング組成物を提供することである。
本発明の他の目的及び利点は、以下の記載から容易に明らかになるであろう。

第１図は、変性キトサンの拮抗性酵母の成長に及ぼす影響を示す図であり、
第２図は、変性キトサンと拮抗性酵母との組み合わせのリンゴ病原体に対する生物学的防
除活性を示す図であり、
第３図は、変性キトサンと拮抗性酵母との組み合わせのセイヨウナシ及びオレンジ病原体
に対する生物学的防除活性を示す図である。

農産物コーティング用組成物は、変性キトサンと、収穫後病原体に拮抗性があり且つ変性
キトサンに対して耐性がある少なくとも一種の酵母と、を含んでなる。
数多くのキトサンが拮抗性酵母との組み合わせで試験され、変性キトサンであるグリコー
ルキトサンとカルボキシメチルキトサンのみが効果的であることが判明した。これらの両
方は、ＮｏｖａＣｈｅｍ社（カナダ国ノバスコシア州ヘリファックス）及びＳｉｇｍａ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ社（ミズーリ州セントルイス）等の業者から市販されている。効果的な
拮抗性酵母は、変性キトサンに耐性があるという特殊な性質を有している。効果的である
ことが判明した酵母には、Ｃａｎｄｉｄａ　ｏｌｅｏｐｈｉｌａ（Ｃ．ｏｌｅｏｐｈｉｌ
ａ）、Ｃａｎｄｉｄａ　ｓａｉｔｏａｎａ（Ｃ．ｓａｉｔｏａｎａ）、Ｃａｎｄｉｄａ　
ｓａｋｅ（Ｃ．ｓａｋｅ）、Ｃａｎｄｉｄａ　ｔｉｎｕｓ（Ｃ．ｔｉｎｕｓ）、Ｃａｎｄ
ｉｄａ　ｕｔｉｌｓ（Ｃ．ｕｔｉｌｓ）及びＰｉｃｈｉａ　ｇｕｉｌｌｉｅｒｍｏｎｄｉ
ｉ（Ｐ．ｇｕｉｌｌｉｅｒｍｏｎｄｉｉ）などがあるが、特定の酵母が必要な耐性を示す
かどうかを決定することは、培養において酵母を変性キトサンと組み合わせ、生存状態を
維持し成長するかどうかを観察することにより、当業者により十分できる（例えば、実施
例ＩＩ参照）。
コーティング組成物は、変性キトサンの効果的な量を水に溶解した後、拮抗性酵母の効果
的な量を添加することにより調製される。変性キトサンの効果的な量は、約５００μｇ／
ｍｌ～約１０，０００μｇ／ｍｌであり、約５００μｇ／ｍｌ～約５０００μｇ／ｍｌが
好ましく、約５００μｇ／ｍｌが特に好ましいことが判明した。酵母は、約１０ 6コロニ
ー形成単位（ｃｆｕ）～約１０ 8ｃｆｕが効果的であり、約１０ 8ｃｆｕが好ましいことが
判明した。しかしながら、最適濃度は個々の状況により異なり、当業者は実施例により記
載されている等の以下の通常の試験法により十分最適な配合に到達することができる。
さらに、グルコースを、約０．０２％（ｗ／ｖ）～約０．２％（ｗ／ｖ）、好ましくは約
０．２％（ｗ／ｖ）、組成物に含有させる。
本発明の実施において、組成物を農産物の外表面に適用して保護コーティングを形成する
。適用の具体的な方法は本発明にとっては重要ではなく、コーティング組成物中に産物を
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浸漬又はローリングする方法、組成物をアプリケータ、例えば、ブラシ、ローラ又はワイ
パー、により産物に適用する方法（ブラッシング、ローリング、ドリッピング、ワイピン
グ又はラビング等）、組成物を産物に、例えば、噴霧器又はアトマイザーを用いて噴霧す
る方法等の多種多様な周知の適用方法を使用できる。組成物は、室温で適用した後、乾燥
してよい。さらなる取扱い又は処理の前に、コーティングの乾燥を促進する工程をとるこ
とができる。
収穫後の真菌性病原体に感染しやすい収穫したいずれの農産物も、新規な組成物による処
理に適当である。これらの産物には、果実、野菜及びナッツなどがある。
変性キトサンと拮抗性酵母との組み合わせの抗真菌活性により、この配合物は、収穫した
産物の表面上に拮抗性酵母を維持及び分布さえ確実にでき、したがって、生物学的制御剤
の有効性を増加できる点で、既存のコーティングよりも優れた代替防腐剤となる。
以下の実施例は、本発明をさらに説明することのみを意図し、請求の範囲に記載の本発明
の範囲を限定するものではない。

実施例Ｉ：変性キトサン溶液及び酵母の調製
変性キトサンであるグリコールキトサンとカルボキシメチルキトサンとを水に溶解し、そ
して高（≧９６０Ｋ）、中（即ち、実用的グレード）（≧７５０Ｋ）及び低（≦４００Ｋ
）分子量キトサンを５０ｍＭ酢酸ナトリウム緩衝液（ｐＨ５．５）に溶解した。続いて、
得られた溶液を希釈して、濃度５００μｇ／ｍｌ及び５０００μｇ／ｍｌとした。グルコ
ースを濃度０．２％（ｗ／ｖ）に添加した。上記キトサン類は、Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ社及びＮｏｖａＣｈｅｍ社（前出）から入手したものである。
Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕｍ　Ｌｉｎｋ（Ｐ．ｅｘｐａｎｓｕｍ）、Ｐｅ
ｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｉｔａｌｉｃｕｍ（Ｐ．ｉｔａｌｉｃｕｍ）及びＢｏｔｒｙｔｉｓ
　ｃｉｎｅｒｅａ　Ｐｅｒｓ．Ｆｒ．（Ｂ．ｃｉｎｅｒｅａ）の培養を、感染果実から得
て、ジャガイモデキストロースアガー（ＰＤＡ）上で維持した。Ｂ．ｃｉｎｅｒｅａ、Ｐ
．ｉｔａｌｉｃｕｍ及びＰ．ｅｘｐａｎｓｕｍの２週齢培養を、Ｔｗｅｅｎ８０を０．１
％（ｖ／ｖ）含有する無菌蒸留水でフラッディングすることにより、胞子懸濁液を得た。
血球計算盤を用いて胞子カウントを測定し、胞子濃度を無菌蒸留水により１０ 5分生子又
は胞子／ｍｌに調整した。
Ｃ．ｏｌｅｏｐｈｉｌａ（分離株２５１）及びＣ．ｓａｉｔｏａｎａ（分離株２４０）を
トマト及び柑橘から得て、２７℃で４８時間成長させた。栄養源－酵母肉汁５０ｍｌの震
盪フラスコ培養を、酵母約１０ 8ｃｆｕから開始し、２００ｒｐｍに設定したオービタル
シェーカーにより２４時間インキュベーションした。３０００ｇで２０分間遠心分離する
ことにより酵母細胞を集め、無菌蒸留水に再懸濁し、遠心分離し、必要に応じて蒸留水に
再懸濁して濃度１０ 8とした。
成熟リンゴ（ｃｖ．Ｒｅｄ　Ｄｅｌｉｃｉｏｕｓ）を、ウエストバージニア州カーニース
ビレにあるＡｐｐａｌａｃｈｉａｎ　Ｆｒｕｉｔ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｔａｔｉｏｎで
、手で収穫した。セイヨウナシとオレンジを、地元で購入し、４℃で保存した。これらの
果実をえりわけて明らかな損傷や感染が認められるものを取り除き、ランダムに１８のロ
ットに分けた。
実施例ＩＩ：キトサンの酵母及び病原体の成長に及ぼす影響
病原体であるＢ．ｃｉｎｅｒｅａ、Ｐ．ｅｘｐａｎｓｕｍ及びＰ．ｉｔａｌｉｃｕｍに対
する各種キトサンの抗真菌性を測定した。変性キトサンであるグリコールキトサン、カル
ボキシメチルキトサン並びに低、中及び高分子量キトサンを１／１０濃度の麦芽エキスに
最終濃度が０、５００又は５０００μｇ／ｍｌとなるように添加したものをオートクレー
ブ処理し、各々１００μｌを２４ウェルマイクロタイタープレートのウェルに分配した。
各ウェルに、Ｂ．ｃｉｎｅｒｅａ及びＰ．ｅｘｐａｎｓｕｍの胞子５００個を接種した。
一処理当りの各菌について、４つのウェルを使用した。マイクロタイタープレートを、２
４℃の暗所でインキュベーションした。胞子発芽率（％）を、５日間にわたって定期的に
測定した。
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各種キトサン溶液のＣ．ｓａｉｔｏａｎａ（分離株２４０）及びＣ．ｏｌｅｏｐｈｉｌａ
（分離株２５１）に対する影響も評価した。分離株のペレットを、上記実施例Ｉに記載の
種々の濃度（０、５００、及び５０００μｇ／ｍｌ）の変性キトサン溶液及び未変性キト
サン溶液に懸濁した。得られた懸濁液を、２４℃で保存した。アリコットを毎週４０日間
にわたって採集し、酵母マルトースアガー培地に３重反復希釈プレーティングした。得ら
れたプレートを２４℃でインキュベーションし、４８時間後にコロニーをカウントした。
低濃度の未変性キトサンは、グリコールキトサンやカルボキシメチルキトサンよりも、Ｂ
．ｃｉｎｅｒｅａ及びＰ．ｅｘｐａｎｓｕｍの胞子発芽の阻害に効果的であった。濃度２
５０μｇ／ｍｌでキトサンは両方の病原体の胞子発芽を完全に阻害したのに対して、グリ
コールキトサン及びカルボキシメチルキトサンについては、それぞれ濃度５００及び５０
００μｇ／ｍｌで完全に阻害した。濃度２５０μｇ／ｍｌで未変性キトサンはＣ．ｓａｉ
ｔｏａｎａ及びＣ．ｏｌｅｏｐｈｉｌｌａの成長を完全に阻害したが、一方、グリコール
キトサン及びカルボキシメチルキトサンは濃度５０００μｇ／ｍｌで拮抗性酵母の成長に
影響しなかった（第１図）。
実施例ＩＩＩ：変性キトサンと拮抗性酵母との組み合わせの生物学的防除活性
Ｃ．ｓａｉｔｏａｎａ（分離株２４０）及びＣ．ｏｌｅｏｐｈｉｌａ（分離株２５１）の
４８時間培養から得た酵母細胞を、遠心分離によりペレット化し、無菌蒸留水に再懸濁し
、そして遠心分離した。得られたペレットを、各種濃度（０、５００及び５０００μｇ／
ｍｌ）の種々の変性キトサン溶液及び未変性キトサン溶液（全ての溶液が０．２％グルコ
ースを含む）に懸濁した。酵母懸濁液の濃度は１０ 8ｃｆｕ／ｍｌに調整した。リンゴ、
セイヨウナシ及びオレンジ果実を、個々にコルクボーラーにより傷つけた。果実の傷を、
拮抗性酵母を含有する種々のキトサン溶液で処理した。即ち、各処理液５０μｌを各傷中
に入れ、傷を室温で３０分乾燥した。その後、傷に、実施例Ｉに記載の病原体胞子懸濁液
（リンゴについてはＢ．ｃｉｎｅｒｅａ、セイヨウナシについてはＰ．ｅｘｐａｎｓｕｍ
及びオレンジについてはＰ．ｉｔａｌｉｃｕｍ）３０μｌを誘発接種し、果実をプラスチ
ック製トレイ中において、２４℃、高湿度（相対湿度：９５％超）でインキュベーション
した。
非接種対照とキトサン処理果実を、同じ保存条件下で保持した。処理ごとに１８個の果実
の４リプリケートをランダム化完全ブロックデザイン配列した。試験を３回反復した。損
傷直径及び感染率（％）を、誘発後１４日間にわたって処理ごとに測定した。結果を、第
２図及び第３図に示す。
実施例ＩＶ：変性及び未変性キトサン濃度の拮抗性酵母に及ぼす影響
変性及び未変性キトサン各種濃度の、損傷部でのＣ．ｓａｉｔｏａｎａ（分離株２４０）
及びＣ．ｏｌｅｏｐｈｉｌａ（分離株２５１）の生存に及ぼす影響を、リンゴ果実を用い
て検討した。果実を傷つけ、実施例１に記載の方法で、変性キトサン及び未変性キトサン
の０、５００又は５０００μｇ／ｍｌ溶液に酵母１０ 8ｃｆｕ／ｍｌを添加して調製した
細胞懸濁液で処理し、２４℃で保存した。完全にランダムに、一処理当り５個の果実の４
リプリケートを用い、各サンプリング日に、一処理当り３リプリケート果実からサンプル
を採取した。傷については、接種後０、１、２及び３日目にサンプルを採取した。損傷組
織は、無菌接種針で引っ掻き集めた。掻き落とした物質を無菌水１０ｍｌ中に懸濁し、ガ
ラス棒でふやかし、渦流とし、酵母マルトースアガー培地に３重反復希釈プレーティング
し、得られたプレートを２４℃でインキュベーションした。コロニーを、４８時間後にカ
ウントした。その結果、変性キトサン中で成長した酵母のみが生存した。
実施例Ｖ：処理果実の低温保存の影響
グリコールキトサン及びカルボキシメチルキトサンとＣ．ｓａｉｔｏａｎａ（分離株２４
０）及びＣ．ｏｌｅｏｐｈｉｌａ（分離株２５１）との組み合わせの生物防徐活性に及ぼ
す低温保存の影響を測定するため、リンゴ果実を用いてさらなる試験を行った。果実の傷
を、０．２％グルコース含有グリコールキトサン及びカルボキシメチルキトサン（０、５
００又は５０００μｇ／ｍｌ）に酵母１０ 8ｃｆｕ／ｍｌを添加して調製した懸濁液５０
μｌで処理した。３０分後、傷に、Ｂ．ｃｉｎｅｒｅａの胞子懸濁液３０μｌを誘発接種
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し、プラスチック製トレイ中４℃で保存した。処理ごとに、１８個の果実の４リプリケー
トをランダム化完全ブロックデザイン配列した。実験は、２回反復した。果実を、病害の
発現について４０日間にわたって定期的に評価し、病害を被った果実はその後速やかに廃
棄した。
低、中及び高分子量キトサンと拮抗性酵母との組み合わせでは、腐れの抑制に顕著な向上
はみられなかった。このことは、上記キトサンが酵母拮抗物質を阻害することによると思
われる。リンゴについては、グリコールキトサン又はカルボキシメチルキトサン（５００
μｇ／ｍｌ）とＣ．ｓａｉｔｏａｎａ又はＣ．ｏｌｅｏｐｈｉｌａとの組み合せが、拮抗
物質単独又は変性キトサン単独で使用した場合よりも、腐れの抑制に効果的であった（第
２図）。グリコールキトサン又はカルボキシメチルキトサン濃度を５００μｇ／ｍｌから
５０００μｇ／ｍｌに増加しても、上記組み合わせの有効性に顕著な向上はみられなかっ
た。２４℃で１４日間貯蔵後、グリコールキトサン又はカルボキシメチルキトサンとＣ．
ｓａｉｔｏａｎａ又はＣ．ｏｌｅｏｐｈｉｌａとを組み合わせて処理したリンゴは４０％
未満が感染したのに対して、Ｃ．ｓａｉｔｏａｎａ単独又はＣ．ｏｌｅｏｐｈｉｌａ単独
で処理した果実は、それぞれ７５％及び６５％が病害を被った。グリコールキトサン又は
カルボキシメチルキトサンで処理した全ての果実及び対照は、病害を被った（第２図）。
生物活性コーティングによる同様な腐れの抑制が、それぞれＰ．ｅｘｐａｎｓｕｍ及びＰ
．ｉｔａｌｉｃｕｍで誘発接種したセイヨウナシ及びオレンジでも観察された（第３図）
。
生物活性コーティングの阻害効果は、低温でさらに増幅する。生物活性コーティングによ
り、４℃で最大４０日間腐れが完全に抑制された。
Ｃ．ｓａｉｔｏａｎａ又はＣ．ｏｌｅｏｐｈｉｌａとグリコールキトサン又はカルボキシ
メチルキトサンとの組み合わせによる腐れの抑制に関する有効性は、拮抗性酵母の生物学
的活性とキトサンの抗真菌性及び誘発性との相互作用によるものと思われる。
上記で引用したすべての文献は、引用することにより本明細書の開示の一部とされる。
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